
日立電線は人と地球の未来をひらく製品・技術・サービスを創造していくことを

社の使命として掲げています。人と地球の未来をひらくことは、地球環境を守り、

安全で平和で豊かな社会をめざすことでもあります。 

日立電線の事業は材料部門の製品が多いことから、エネルギー消費量が多く、

また原材料としてプラスチック類や銅・アルミニウム・鉄などの金属類を多く使用

しているという特徴があります。そのため、エネルギー消費の効率化推進や

リサイクルの拡大による廃棄物削減に永年取り組んでいますが、加えて生産

活動によって排出される化学物質や製品に含有されている化学物質の管理と

削減を進め、一層の環境負荷低減をはかっています。 

製造業の原点である「モノづくり」活動と地球環境保護活動、この両立をめざす

ための基本となる「人づくり」の推進、これらを通じて社会に貢献することが私の

責務と考えております。 

２００２年度の活動内容をまとめた環境報告書２００３をご高覧戴き、皆様方より

ご意見・ご提案を賜れば幸いです。 

執行役社長 

2003年度版発行に際して 
 

本指針は、「日立電線企業行動基準」の基本理念を体し、当社の事業活動にかかわる環境問題への取り組み

に対する行動の基準を示すものである。 

地球環境問題は人類共通の重要課題との認識
のもとに、環境との調和を経営の最優先課題の
一つとして、全社をあげて取り組む。 
 
環境問題を担当する役員及び部署は、環境保護
推進体制の整備、環境関連規定の整備、負荷
削減目標の設定などにより環境保護活動の推進・
徹底を図る。また、環境監査により活動を確認して
維持向上に努める。 
 
地球環境問題解決に関するニーズを的確に把握
し、これに対応する高度で信頼性の高い技術
及び製品を開発することにより社会に貢献する
よう努める。 
 
製品の研究開発・設計の段階から生産、流通、
使用、廃棄などの各段階における負荷を低減する
よう配慮する。 

事業活動によって生じる環境への影響を調査・検
討し、環境負荷を低減するよう保全性、省エネル
ギー、省資源等に優れた技術・資源の導入を図る。 
 
国際的環境規制並びに国、地方自治体などの
環境規制を遵守するにとどまらず、必要に応じて
自主基準を策定して環境保全に努める。 
 
海外事業活動及び製品輸出に際しては、現地の
環境に与える影響に配慮し、現地社会の要請に
応えられる対策を実施するよう努める。 
 
従業員の環境への意識向上を図るとともに、広く
社会に目を向け、幅広い観点からの環境保護
活動により社会に貢献する。 
 
万一、事業活動によって環境問題が生じた場合は、
環境負荷を最小化するよう適切な措置を講ずる。 
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日立電線は、１９９３年３月「日立電線環境保護行動指針」を制定しました。 

この指針を基本に、社内の環境保全に取り組んでいます。 

環境保護行動指針 

環境保護行動指針 
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